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価を行った。各授業科目は、いずれも 60 分を 1 回として、全 15 回のカリキュラムで構成






【Before 回答数：75 名／After 回答数：74 名】  
Q1．受講後のあなたの知識や技能等について自己評価をしてください（教育目標領域） 





































1 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとは何かを明確に理解している ＋13 ＋13 －22 －3 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに高い意欲を持っている ＋25 －11 －14 ＋1 
3 他者との適切なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる ＋10 ＋17 －25 －1 
4 常に思考しながらｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる ＋14 ＋15 －28 －1 
5 他者の思いを共感的に理解することができる ＋14 －2 －10 －1 
6 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取った後にふり返ることができる ＋10 ＋6 －14 －1 
Q2．受講後のあなたの資質・能力について自己評価してください（非認知能力領域） 







































1 他者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる力 ＋9 ＋16 －20 －4 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力 ＋15 ＋14 －25 －3 
3 他者と折り合いを付けながら協調する力 ＋16 ±0 －13 －2 
4 自分や周囲にある問題を発見する力 ＋13 ＋2 －14 ±0 
5 問題を解決するためのプランを立てる力 ＋7 ＋16 －19 －3 
6 問題解決に向けて行動できる力 ＋13 ＋14 －24 －2 
7 将来に向けてのビジョンを描く力 ＋11 ＋8 －14 －4 
8 社会人になるために着実に準備する力 ＋11 ＋11 －17 －4 
9 自ら考えて行動し、活動や労働に臨む力 ＋17 ＋1 －16 －1 
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Q3．受講後のあなたの授業での意欲や姿勢を自己評価してください（意欲・姿勢） 







































1 本授業科目に意欲や期待感を持つことができた ＋33 －26 －5 －1 
2 受講時に意欲的な姿勢で取り組むことができた ＋22 －19 －2 ±0 
3 予復習・課題に意欲的に取り組むことができた ＋16 －2 －13 ±0 
 
ⅱ）キャリア形成Ⅲ―企業を知り、業界を知る 
【Before 回答数：74 名／After 回答数：70 名】  
Q1．受講後のあなたの知識や技能等について自己評価をしてください（教育目標領域） 





































1 自分自身の中で働く意義を明確に持っている ±0 ＋6 －9 －1 
2 社会や仕事に向かう上で高い意欲を持っている ＋11 －3 －10 －2 
3 将来就きたい業種や職種を明確に決めている －1 ＋6 －5 －4 
4 多様な業種や職種に幅広く興味を持っている ＋2 ＋11 －12 －5 
5 多様な業種や職種についての知識を持っている ±0 ＋7 ＋4 －15 
6 多様な業種や職種について積極的に調べている ＋4 ＋2 ±0 －10 
Q2．受講後のあなたの資質・能力について自己評価してください（非認知能力領域） 







































1 他者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる力 ＋8 ＋3 －11 －4 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力 ＋13 －1 －11 －5 
3 他者と折り合いを付けながら協調する力 ＋5 ＋1 －9 －1 
4 自分や周囲にある問題を発見する力 ＋3 －7 ＋1 －1 
5 問題を解決するためのプランを立てる力 ＋6 －1 －7 －2 
6 問題解決に向けて行動できる力 ＋8 －1 －10 －1 
7 将来に向けてのビジョンを描く力 ＋4 ＋5 －9 －4 
8 社会人になるために着実に準備する力 ＋8 ＋1 －7 －6 
9 自ら考えて行動し、活動や労働に臨む力 ＋7 －5 －7 －6 
Q3．受講後のあなたの授業での意欲や姿勢を自己評価してください（意欲・姿勢） 







































1 本授業科目に意欲や期待感を持つことができた ＋10 －12 －6 ±0 
2 受講時に意欲的な姿勢で取り組むことができた ＋1 ±0 －5 ±0 
3 予復習・課題に意欲的に取り組むことができた ±0 ＋4 －7 －1 
 









1 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとは何かを明確に理解している ＋26 －25 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに高い意欲を持っている ＋14 －13 
3 他者との適切なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる ＋27 －26 
4 常に思考しながらｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる ＋29 －29 
5 他者の思いを共感的に理解することができる ＋12 －11 




1 他者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる力 ＋25 －24 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力 ＋29 －28 
3 他者と折り合いを付けながら協調する力 ＋16 －15 
4 自分や周囲にある問題を発見する力 ＋15 －14 
5 問題を解決するためのプランを立てる力 ＋23 －22 
6 問題解決に向けて行動できる力 ＋27 －26 
7 将来に向けてのビジョンを描く力 ＋19 －18 
8 社会人になるために着実に準備する力 ＋22 －21 




1 本授業科目に意欲や期待感を持つことができた ＋7 －6 
2 受講時に意欲的な姿勢で取り組むことができた ＋3 －2 






1 自分自身の中で働く意義を明確に持っている ＋6 －10 
2 社会や仕事に向かう上で高い意欲を持っている ＋8 －12 
3 将来就きたい業種や職種を明確に決めている ＋5 －9 
4 多様な業種や職種に幅広く興味を持っている ＋13 －17 
5 多様な業種や職種についての知識を持っている ＋7 －11 




1 他者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる力 ＋11 －15 
2 他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力 ＋12 －16 
3 他者と折り合いを付けながら協調する力 ＋6 －10 
4 自分や周囲にある問題を発見する力 －4 ±0 
5 問題を解決するためのプランを立てる力 ＋5 －9 
6 問題解決に向けて行動できる力 ＋7 －11 
7 将来に向けてのビジョンを描く力 ＋9 －13 
8 社会人になるために着実に準備する力 ＋9 －13 
9 自ら考えて行動し、活動や労働に臨む力 ＋2 －13 





1 本授業科目に意欲や期待感を持つことができた －2 －6 
2 受講時に意欲的な姿勢で取り組むことができた ＋1 －5 



































Q1 の 4 にある「常に思考しながらｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取ることができる」であり、（C）に該当す
る設問は、Q2 の 2 にある「他者とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを改善する力」である。これらの設問項目
に関して、個々の学生の増減（After－Before）を抽出して、まずは同じ教育目標領域の（A）







①いずれも変化なし  13 
②いずれも向上した  18 
③（A）のみ向上した  11 
④（B）のみ向上した  18 
⑤（A）のみ低下した  2 
⑥（B）のみ低下した  6 
⑦いずれも低下した  1 




①いずれも変化なし  15 
②いずれも向上した  22 
③（A）のみ向上した  8 
④（C）のみ向上した  16 
⑤（A）のみ低下した  4 
⑥（C）のみ低下した  1 
⑦いずれも低下した  1 




①いずれも変化なし  14 
②いずれも向上した  23 
③（B）のみ向上した  12 
④（C）のみ向上した  15 
⑤（B）のみ低下した  2 
⑥（C）のみ低下した  1 
⑦いずれも低下した  1 
















































































項目（B）とキャリア形成Ⅲにおける就職支援のための中心的な非認知能力である Q2 の 8
「社会人になるために着実に準備する力（D）」との間にある関係性を先ほどと同様に比較
してみた。なお、有効回答数は 70 件である。  
項目間にある変化の有無  件数
①いずれも変化なし  11 
②いずれも向上した  25 
③（B）のみ向上した  8 
④（D）のみ向上した  14 
⑤（B）のみ低下した  0 
⑥（D）のみ低下した  5 
⑦いずれも低下した  1 






















た」にある 6 件（全体の 9%）である。ちなみに、この⑧については、（A）と（C）では 3
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